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0．はじめに
ドイツ語の jedoch は doch から派生した語であり，両者の働きは多くの点
で類似している。しかし doch には jedoch にはない意味機能があり，その相
違がどのようなもので，なぜそのような相違があるのかを考察することは，ド
イツ語の副詞の歴史的変遷を理解する上で重要な示唆を与えると予想される。
そこで本論では doch と jedoch の意味機能を比較しながら jedoch という語が
生まれた背景を確認し，副詞の意味機能変化の要因について論じてみたい。
1．Doch の考察
現代ドイツ語の doch はゴート語（1）の auh，古高ドイツ語（2）の thoh, tho¯,
doh，中高ドイツ語の doch を由来に持つ単語である。古インド語では tú, tu¯
に母音交替している au（doch, nun, aber の意味）と，ラテン語の接語的不
変化詞 que に相当する −uh, −u（und の意味）から成り立っていると推測さ
れている（3）。
現代ドイツ語文法において，doch は接続詞，副詞（4）の二つの品詞を持って
いる。
（ 1）Als sie nun ans Land kamen, da geschah es, wie die Rabe vorher
gesagt hatte, und es sprengte ein prächtiger fuchsroter Gaul da-
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her. »Wohlan«, sprach der König, »der soll mich in mein Schloß
tragen«, und wollte sich aufsetzen, doch der treue Johannes kam
ihm zuvor, schwang sich schnell darauf, zog das Gewehr aus den
Halftern und schoß den Gaul nieder.（5）
（ 2）Der König erschrak, als er hörte, daß er seine liebsten Kinder
selbst töten sollte, doch dachte er an die große Treue, und daß der
getreue Johannes für ihn gestorben war, zog sein Schwert und
hieb mit eigener Hand den Kindern den Kopf ab.（6）
（ 3）Noch einmal und noch einmal krachte es auf dem Weg, und der
Königssohn meinte immer, der Wagen bräche, und es waren doch
nur die Bande, die vom Herzen des treuen Heinrich absprangen,
weil sein Herr erlöst und glücklich war.（7）
（ 4）»Davon«, sprach er, »ist ein Teil den Armen, der andere dem
König, der dritte dein.« Indem schlug es zwölfe, und der Geist
verschwand, also daß der Junge im Finstern stand. »Ich werde mir
doch heraushelfen können«, sprach er, tappte herum, fand den
Weg in die Kammer und schlief dort bei seinem Feuer ein.（8）
（ 5）A : Hat er nicht angerufen?
B : Doch.
（ 6）In den alten Zeiten, wo das Wünschen noch geholfen hat, lebte ein
König, dessen Töchter waren alle schön, aber die jungste war so
schön, daß die Sonne selber, die doch so vieles gesehen hat, sich
verwunderte, sooft sie ihr ins Gesicht schien.（9）
（1）の doch はその後に主語，動詞が続き，語順に影響を与えていないので，
逆接の並列接続詞（10）である。（2）では doch は動詞の前の第一位を占め，（3）
では doch はアクセントを持ったまま文中に置かれているので，両者の doch
はそれ自体が文肢（Satzglied）と見なされており，逆接の接続副詞である。
（4）では doch は話者の感情マーカーである心態詞（11）として機能している。
１２０ Doch と jedoch の比較対照
（5）の doch は先行する否定疑問文中の否定を打ち消す応答詞の役割を果たし
ている。また Paul（2002）は doch を漓譲歩の接続詞，滷逆接の接続詞，接
続副詞，澆譲歩の副詞，潺心態詞，潸会話の不変化詞と規定しており，（6）
の doch は譲歩の副詞の例として挙げられる（12）。つまり doch は逆接と譲歩の
接続（接続詞・接続副詞）と感情マーカー（心態詞），否定を打ち消す応答詞
の三つの意味機能を持っているのである。
また，（1）（2）（3）（6）で明らかなように，接続詞と接続副詞は単に語順
による区別のみで，逆接・譲歩のいずれにおいても先行文との「対立」を表し
ている。（5）の応答詞は先行する会話中の「否定」に対する「対立」を一語
で示しており，接続機能よりもその対立性と独立性が強いと言うことができ
る。しかしながら心態詞の意味機能はこれらの性質とは大きく異なっている。
心態詞は，心態詞になりうるそれぞれの不変化詞によってどのような文タイプ
と結びつき，どのような感情を表現するかは様々である。心態詞としての doch
は平叙文，平叙文の語順の確認疑問文，疑問詞を伴う補足疑問文，命令文，願
望文，感嘆文で生起することが可能であり，反論・反駁・要求・確認をしたい
気持ち，怪訝，驚き，怒り，不満などの話者の心的態度を表したり，強調した
りすることが可能である。Doch が表現しうるこのような心的態度は元来の
「逆接・譲歩」に現れていた「対立」の意味から「先行する発話や場面との対
立」の標識へと派生し，そこには話者の感情も込められていたが，そのうちに
「対立性」が希薄化（13）し，何らかの感情だけをアピールする標識としての機能
を持つようになったものと考えられる。また，逆接および譲歩の接続機能と，
先行する「否定」を覆そうとする応答詞と，感情マーカーである心態詞の三者
におけるこのような対立性の強弱は，心態詞が多くの場合，それ以外の用法と
は異なって文アクセントを持たないこととも一致する。Doch に文アクセント
が置かれる場合は doch の対立性が強められることから，話者は逆接や譲歩の
接続関係を表現したいときである。一方，doch に文アクセントが無い場合は
その対立性も弱められて，単なる感情標識として機能するのである。さらに心
態詞としての doch には文肢性がなく，文頭では用いられない点も心態詞以外
１２１Doch と jedoch の比較対照
として機能する doch と異なる点である。心態詞の doch は対立性を弱めると
同時に，その独立性を失ってしまったと言える。
このように，本来の意味が希薄化することによって doch をはじめとする不
変化詞に心態詞としての機能が生まれたと考えられるが，心態詞はいつから用
いられているのかという疑問に関しては，Paul（2002）は古高ドイツ語の
『ヒルデブラントの歌』（14）に存在すると主張し，Hentschel（1986）はゴート
語においてさえすでに見られたと主張している。しかし，それらが近年盛んに
研究され，ようやく体系化されつつある現代ドイツ語の心態詞と同一の意味機
能を持つものにまで，つまり対立性が極度に希薄化するところまで，当時すで
に発展していたかについては詳細な検討が必要であろう。
2．Jedoch の考察
（ 7）Nun durften die Eltern das Geheimnis nicht länger verschweigen,
sagten jedoch, es sei so des Himmels Verhängnis und seine Geburt
nur der unschuldige Anlaß gewesen.（15）
Jedoch は古高ドイツ語の iodoch，中高ドイツ語の iedoch に由来し，doch
に je が付加された形態である。
Je はゴート語では ewig という語から導き出された名詞の対格で「ある時」
を意味する aiw，古高ドイツ語の ío，中高ドイツ語の íe に由来し，音節アク
セントの移動による中間形態の ié を通じて，まず低地ドイツ語に生じた。ま
た ie が比較の me¯r（mehr）と融合して iemer が発生し，新高ドイツ語で im-
mer という形になった。中高ドイツ語においては，ie と iemer はいずれも現
代ドイツ語の je と immer の意味を併せ持っていたが，iemer の中にある me¯r
は「今後，未来」という意味を持っているので，ie は過去を，iemer は未来
を向いているという区別がなされていた。この違いは新高ドイツ語で失われた
が，immer は「すべての実際の時間（zu jeder wirklichen Zeit）」，je は「す
べての任意に仮定された時間（zu jeder beliebigen angenommenen Zeit）」
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という別の違いが新たに導入された（16）。つまり ie は immer の意味を持って
いたが，時間的な意味が弱まって，「どんな状況においても」という意味を初
期新高ドイツ語の時に受け入れたのである。そして「常に」という意味は強調
するために用いられ，je は後に述べるように強意の造語としても機能する。
このように，強調の働きを持つ je を付加することで生まれた jedoch は
「どんな状況においても対立している」という内容を表し，その対立性が doch
よりも強調された語彙である。それゆえに jedoch は対立性を希薄化すること
のできた doch とは異なり，心態詞としての機能は認められない。また jedoch
は譲歩関係を表す複合文の主文に置かれることはなく，（8）のようには用い
られない。
（ 8）＊Obwohl das Wetter schön war, war er jedoch den ganzen Tag zu
Hause.
Although the weather−NOM. good was, was he still all day at home.
（ 9）Das Wetter war schön, er war jedoch den ganzen Tag zu Hause.
The weather−NOM. was good, he was still all day at home.
（10）Obwohl das Wetter schön war, war er doch den ganzen Tag zu
Hause.
Although the weather−NOM. good was, was he nevertheless all day
at home.
（8）のように jedoch が用いられないのは，obwohl に導かれる副文が譲歩に
よる対立を表し，それにさらに jedoch による逆接が含意される対立が加えら
れると，対立が二重化して文の整合性が失われるからである。それに対して
doch は（6）のように doch 自体が obwohl のように譲歩の条件を表す副文で
接続機能を果たすことも，（10）のように条件を受けた主文で生起することも
可能である。ただし（10）の doch は逆接や譲歩の意味機能を果たしているの
ではない。それは jedoch が（8）のように用いられない理由と同じである。
ではなぜ（10）が可能であるのか。それは doch が対立に関して意味漂白を起
こしているからである。対立の意味を doch 自体は放棄して，先行する譲歩の
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条件を強調する役割を担っていると考えられる。再び jedoch に戻れば，それ
が譲歩文で用いられない理由は，jedoch が doch と同様の意味漂白を受けて
いないということなのによる。ところで，（9）が可能であるのは対立の二重
化が起こっておらず，単に先行する文と後続する文の対立関係が表現されてい
るからである。対立という性質を明確に表しうる環境でしか，強意された対立
性を含意する jedoch は生起しない。つまり jedoch は極めて制限された意味
と用法しか持っていないのである。
また岩崎（1998）には jedoch の例文は 13文挙げられているが，そのうち
で並列接続詞としての用例は 1文のみであった。Jedoch が副詞としての用法
に強く限定されていることは doch のきわめて多彩な用法と比較しても注目す
べきであり，この点についてはコーパスを用いた統計的な調査による詳細な考
察がなされるべきである。
3．両者の比較
これまで doch と jedoch の成り立ちや用例を観察してきた。その際に明ら
かとなったのは，jedoch は doch より後に生まれた語彙であり，doch に im-
mer の意味から派生した強意の je を付加することで作られた語彙であるとい
うことである。jedoch は語源としても古高ドイツ語までしか遡られていない
が，immer「常に」という je の意味を確認することによって，doch との造語
関係を明確にすることができた。
また相良（1992 : 101）も「Je は『常に，かつて，いつか』の意の副詞，
転じて『何らかの』すなわち irgend という普遍化の意味の合成語となる」と
述べている。やはり je は「常に」という意味から強意を表すようになり，je-
doch は doch の諸用法のうち，「対立」の意味が漂白された特殊機能である心
的態度（モダリティ）の表出とは結びつかず，元来，すべての doch に共通で
あった「対立」の意味を残したまま，「逆接」の意味機能のみを強調したもの
であると考えられる。これに加えて，逆接接続として機能する doch は aber
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などの並列接続詞と共に生起するが，jedoch ではそれが不可能である。この
ことから，doch が jedoch より単独での逆接の意味機能を失っていると考え
られる。これは doch に関して（10）に見られた現象と平行している。つま
り，jedoch が強意された対立性を持つのに対し，doch はその対立性を保持し
ながらも多様な接続機能，さらには心態詞機能への展開を示したと言える。
その一方で，「意味的には jedoch よりも doch の方が強い対立を表す」とい
う村上（2005 : 42）の主張がある。しかし，それは doch が先行する発話へ
の対立を表す応答詞として，ja や nein と同様に単独で用いられることに関連
すると思われる。一語で対立を表す応答詞としての doch は，上記（5）で示
されたようにきわめて独立性が強く，この特徴から doch には対立性の極度に
高められた一面もあるという解釈が成り立つのであろう。また確かに，doch
［d cx］は 1音節，jedoch［je  d cx］は 2音節であり，前者の強意形としての後
者という関係を貫くならば，村上の見解と一見矛盾を示している。しかし，doch
の語頭音である d［d］が有声歯音閉鎖音，jedoch の語頭音である j［j］が有
声硬口蓋摩擦音であることも考慮すべきであろう。このような音質的レベルに
おける相違が，村上の主張の検証への手掛かりになると予想される。この点に
関してのさらなる考察は今後の課題としたい。
4．その他の強意形語彙
これまで jedoch には doch の逆接機能をより明確にし，強める働きがある
ことを観察してきた。同様に，何らかの合成語と融合することで特定の意味が
明確になったり，元の単語の強意形になったりしている語が他にも挙げられ
る（18）。
例えば，jeder は je と weder から成り立ち，「どんな状況においても両者
のどちらか」という意味から「いずれの，各々の」という意味になっている。
同様に jedermann は je weder Man に由来し，「どんな状況においてもいず
れの人物のどちらか」という意味から「どの人も，誰もが」となっている。
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Jemand は je ein Man に由来し，「どんな状況においてもある人」から
「不特定の誰か，ある人」を意味するようになった。Jedennoch は je と den-
noch から成り立っている。Dennoch は元々は「その時でもなお」という意味
の dannoch であったが，そこから「それでもなお，にもかかわらず」と転じ
た。そこに je が付加され，さらに逆接と譲歩の意味が強まっている。また je
の古い形である ie という形態が残る合成語としては否定詞 nie が挙げられ
る。ゴート語においては ni aiw と分かち書きされていたが，古高ドイツ語で
nio，中高ドイツ語で nie となり，現在でもそのままの形を保ち，強意された
否定を表現する時に用いられている。
以上のように je は合成語を作る際に多用されている。いずれの場合も，合
成語中の je 以外の意味を普遍化することで語彙の意味に輪郭を与え，語の意
味を明確にしている。
Je 以外の語を用いて造語を行っている例も挙げておく。
指示的語幹を造る子音 d が元である der から derjenige や derselbe が生ま
れている。Derjenige は元々 der と jener を一緒に用いた der jene という形
に派生語尾 −ig が付加されて一語にまとまったものである（19）。初期新高ドイ
ツ語には der jene という形が現れ，15世紀には derjenige とされた。また同
様に der と selbe との合成語で derselbe や derselbig もある。Ja を強意して
いる jawohl は肯定の答えの強調と，そこから転じた命令に対する応答として
用いられている。また代名詞 sich には一語にはなっていないが sich selbst と
いう形がある。
（11）Sie liebt sich. 彼女は自分自身を愛する。
She loves herself−REFL.PRON.AKK..
（12）Die Tür öffnet sich. ドアが開く。
The door opens itself−REFL.PRON.AKK..
（13）Er hat sich selbst sein Grab gegraben. 彼は自ら墓穴を掘った。
He has himself−REFL.PRON.DAT. self his grave dug.
（11）の sich は対格目的語として「自分自身」という意味を保持しているが，
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（12）では再帰代名詞による他動詞の自動詞化によって「自ら」という意味が
薄れている。（13）では他の誰でもなく「彼自身のために」という意味が強調
されている。
Je 以外を用いた拡大造語も，本来保持している意味を強調したり，復活さ
せたりしていることを以上から確認することができた。このように，形式が大
きくなることによって意味が明確化されるという図式はドイツ語に限ったこと
ではなく，他言語においても観察される。例えば，doch と同じ語源を持つ英
語の though も同様の方法で拡大・強意造語である although を生み出してい
る。Although は，中期英語においては「al が though の強意副詞として分か
ち書きされる場合もあったが，やがてその独立性と強意性を失って弱音化し，
一語として書かれるに至った」（20）のである。
5．おわりに
これまで doch と jedoch の関係を中心に，合成されることで語の意味が明
確になる例を観察してきた。合成語によって本来持っていた意味が強調され，
明確化され，その意味だけを持つ語を生み出すことが可能であった。さらに，
合成されて形式が大きくなることで語の意味が明確化されることと相俟って，
元来の意味機能から派生した新たな意味機能を生み出しにくくなることも je-
doch の考察から明らかになった。言い換えれば，元々あった語彙は合成語を
生み出すことによって，その意味機能の変化を許容したということである。
Doch に関しては，「逆接の接続機能」に特化された jedoch を生み出すこと
で，それ以外の意味機能を拡張させることができた。一方では，接続機能さえ
失い，対立性のみを表す独立した応答詞として機能し，現代ドイツ語において
「対立」という本来の語義がほとんど薄れてしまった用法を持つ心態詞の機能
が発達したのである。以上の考察は，意味漂白がドイツ語の心態詞発生に大き
な役割を果たし，ドイツ語の副詞の意味機能変化に関する一ケース・スタディ
である。
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また本論を通じて，Paul（2002）や Hentschel（1986）が古代ドイツ語に
おいて心態詞に分類している doch と現代ドイツ語の心態詞 doch の比較検
討，jedoch が doch と異なり，並列接続詞として多用されない点，doch の意
味機能変化と jedoch の意味強調における音声学的な考察の必要性が明らかに
なった。今後の課題としたい。
注
盧 ヴァンダル語，ブルグンド語とともに消滅した東ゲルマン語の一つ。ロックウッ
ド（1998 : 48）によれば，西ゴートの司祭ヴルフィラ（Wulfila, 311−382?）に
よる聖書のゴート語訳が文献として残っているが，16世紀にクリミア半島のあ
る地域で語彙を収集された以外は 700年頃に死滅している。
盪 ドイツ語の歴史的区分は一般的に，古高ドイツ語 550−1050年，中高ドイツ語
1050−1350年，初期新高ドイツ語 1350−1650年，現代ドイツ語を含む新高ドイ
ツ語 1650年以降とされている。
蘯 多くの他言語と同様に，ドイツ語においても語源を確定するのは容易なことでは
ない。Paul（2002 : 226），Kluge（1989 : 148）の両方に上記のような記述が
あるが，Kluge（ebd.）は「古インド語の tú は今では二人称単数代名詞に帰する
とされており，これが正しければ，doch との関連は放棄されるべきである」と
も述べている。
盻 ドイツ語では前置詞，接続詞，副詞，間投詞を不変化詞と呼ぶことがある。
眈 Grimm : ”Der treue Johannes“. B. 1, S. 70, Z. 7
以後，例文中のイタリック体は筆者による。
眇 Grimm : ”Der treue Johannes“. B. 1, S. 72, Z. 10
眄 Grimm : ”Der Froschkönig oder der eiserne Heinrich“. B. 1, S. 39, Z. 25
眩 Grimm : ”Märchen von einem, der auszog, das Fürchten zu lernen“. B. 1, S.
60, Z. 12
眤 Grimm : ”Der Froschkönig oder der eiserne Heinrich“. B. 1, S. 35, Z. 3
眞 ドイツ語では主文と主文をつなぐ並列接続詞（die koordinierende Konjunktion）
は語順に影響を与えることはないが，主文と副文をつなぐ従属接続詞（die subor-
dinierende Konjunktion）は従属接続詞に導かれる節の定動詞が後置される。
眥 Weydt, H.（1969）：Aptönungspartikel. Die deutschen Modalwörter und ihre
französischen Entsprechungen . Bad Homburg/Berlin/Zürich : Gehlen の術語
である Abtönungspartikel の訳語。元来，心態詞としての機能以外の機能を持つ
語の特別な用法で，心的態度を表す不変化詞である。
１２８ Doch と jedoch の比較対照
眦 逆接は事実 A と事実 B の対立であり，譲歩は条件 A によってコンテキスト含意
された命題 A’ と事実 B の対立と規定しておく。
眛 河上（1996 : 179 ff.）によれば，もともと名詞，動詞，形容詞などの内容語であ
ったものが次第に文法的に文を構成する役割を果たす機能語としての文法的な特
質，役割を担うようになる現象を文法化という。そのような意味変化の一つに
「意味の漂白化」（semantic bleaching）がある。これは内容語としての意味が希
薄になり，喪失されることであり，機能語としての新たな意味機能を獲得する現
象である。
眷 ”Hildebrandlied“ は 9世紀初頭に二人の修道士によって書かれた英雄叙事詩。
眸 Grimm : ”Die sieben Raben“. B. 1, S. 174, Z. 18
睇 Paul（2002 : 581 f.）
睚 有声硬口蓋摩擦音を［ ］，硬口蓋接近音を［j］と表記したり，［j］を非円唇硬口
蓋接近音として半母音と規定したりするものもある。無声硬口蓋摩擦音は［ç］
である。
睨 相良（1992 : 58 ff.）の造語についての詳細な記述を参照した。
睫 jeniger という形も存在した。
睛 寺澤（1997）
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